
































































































































































































































































































































































































































ミックス 上記3つのうち窯つがミックスされたもの 1　1α7） 1　（鞠 7　（37）




































ニュートラル 1窯　la窯） 腰　総。4） 難　綱。5）
ネガティブ 稠7（肱㊨） 呂11働 1呂　1⑭。4）
計 鱗7 73 1釧
　注1エピソードにつき複数のカテゴリがあてはまる場合があるので．合計は総データ数と一致しない
　第3に、上位カテゴリ別にまとめられたTable3からは、「自己」の上位カテゴリが割合として
はやや多いことが指摘できる。自我体験：により、自我体験で問われる「私」という水準以外の様々
な「自己」について意識するようになる割合が多いことがうかがえる。さらにその傾向は、学校
段階による違いはあまり見られないことも指摘できる。
Kまとめ・今後の課題凋
　本研究の分析により、自我体験を経た意味づけの具体的内容が明らかにされた。「その他」を
除くカテゴリとしてポジティブなものが15カテゴリ、ネガティブなものが2カテゴリ、ニュート
ラルなものが3カテゴリ見出された。ポジティブなカテゴリについては、さらに5つの上位カテ
ゴリ「自己」、「社会・他者」、「認知」、「他分野への思考」、「その他」にまとめられた。それぞれ
の上位カテゴリの妥当性について、既存の理論的または実証的知見と照合させながら議論された。
各カテゴリの出現割合として多かったのは「自己理解」、「自己存在の実感」、「生命・人生を考え
る」のカテゴリであった。また学校段階による出現割合の推移に大きな変化は見られない結果と
なった。ただ、少ないながらも自己と他者の関係について改めて考えること、「通過点」と捉え
ることについては大学生の時期に至るまではあまり見られない可能性が示唆された。自我体験を
経ることにより、自我体験に見られる問いに答えは存在しないが．自己のみならず．自己・他者
関係や他分野への興味の広がり、認知的な変化といった点にも影響を及ぼす可能性が考えられる。
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　今後の課題として、以下に3点を述べる。第1にカテゴリの妥当性の検討が挙げられる。特に
問題点として、「その他」の出現頻度の高さが挙げられる。それは学校段階が下がるほど多くな
る傾向が見られた。本研究では、まず大学生の記述の一部からカテゴリ生成の作業を行った。そ
れにより．大学生の記述に関しては各カテゴリにうまくあてはまるが、他の学校段階にはあては
まらないカテゴリ群を生成してしまったということが考えられる。今後は、中学生の「その他」の
具体的内容を分析し、新しいカテゴリ生成が必要か否かを吟味する必要がある。また出現頻度が
少数であったカテゴリについては「その他」に吸収させてしまう方が適切な場合も挙げられる。
今後別のデータを使用してあてはまりの良さを再確認する必要がある。また、本研究の分析デー
タは古いデータを使用したので、最近のデータでもう一度確認する必要性もある。
　第2に、「わからない」、「意味はない」とするものを含めた検討が必要であるということであ
る。天谷（2002）では60名中12名しか主観的変化を見出していないことが明らかとなっている。つ
まりそれ以外の人にとっては、自身の自我体験に対して（少なくとも主観的な）意味を見出しては
いない。自身の自我体験に意味があったとみなす人や、深刻に自我体験を捉える人にとっては、
自身の自我体験の意味づけを行うことは非常に重要である。しかし．そうでない人を含んだ上で
の多面的な考察や、調査方法を変更した上での意味づけの検討が必要となるだろう。
　第3に．自我体験：を経た本人による主観的な（自覚的な）意味づけだけではなく．自我体験の意
味づけの客観的な検証が望まれる。本研究は自我体験を経た本人による主観的な意味づけの内容
を中心として考察を行ってきたが、それをより一般化し、自覚的でない人にとっても同様の意味
づけまたは変化が見られるのか否かを実際に検証することが必要となってくる。以上のような課
題を今後も検討したうえで．自我体験を経ることによる発達的意味づけを明らかにしていくこと
が望まれる。
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